
石巻市震災伝承検討委員会 

新潟県中越地震 

震災遺構視察報告 

平成26年５月15日～16日 

資料１ 



視察先：中越メモリアル回廊 

  ［新潟県長岡市 ］ 

   ①長岡震災アーカイブセンターきおくみらい 

   ②妙見メモリアルパーク＜祈りの公園＞ 

   ③木籠メモリアルパーク＜記憶の公園＞ 

   ④やまこし復興交流館おらたる 

   ⑤震央メモリアルパーク＜はじまりの公園＞ 

   ⑥川口きずな館 

  ［新潟県小千谷市］ 

   ⑦おじや震災ミュージアムそなえ館 
 



参加委員：湯目 隆之 委員  齋藤 敏子 委員 
     藤間 千尋 委員  菅野 健寿 委員 
     青木 絵美 委員 
 
 
              (事務局) 

              石巻市復興政策部復興政策課 

              ランドブレイン株式会社 

 



新潟県中越大震災の概要 



日時：平成16年10月23日 17時56分頃発生 

規模：震源の深さ13㎞ Ｍ6.8 

   震度７ ：川口町  

   震度６強：小千谷市、山古志村、小国町 

   震度６弱：長岡市、十日町市、栃尾市など 

被害：●人的被害 

    死者68人、重傷632人、軽傷4,163人 

   ●住宅被害 

    全壊3,175棟、大規模半壊2,167棟 

 



中越メモリアル回廊の概要 



事業主体 ：中越メモリアル回廊推進協議会 

コンセプト：苦難を乗り越えた人々の想いを紡ぎ揺る 

      ぎないチカラに変えて世界と未来へ発信 

概  要 ：新潟県中越大震災のメモリアル拠点で 

      ある４施設、３公園を結び中越メモリア 

      ル回廊として整備。 
  ・平成22年5月   財団法人新潟県中越大震災復興基金 

             により「メモリアル拠点整備・運営 

             等支援」が事業化 

  ・平成23年10月 3施設3公園完成(長岡市、小千谷市) 

  ・平成25年10月 1施設完成（長岡市） 
   



 

 



①長岡震災アーカイブセンター 

 きおくみらい 



パネルでの解説 



床面の地図のマークにパッドを合わせることで、被災状況等を見ることができる。 



被災、復旧、復興の情報を見ることができ、更新も可能。 



②妙見メモリアルパーク 

 ＜祈りの公園＞ 



地震直後の土砂崩落の風景で、親子３人が巻き込まれた。 



川側の崩落した土砂はそのまま残されている。 



道路部分は、土砂を除き法面を補強する等再整備を行う。 



献花台 

案内板 



③木籠メモリアルパーク 

 ＜記憶の公園＞ 



河川区域内の建物はそのまま放置されている。 



移住した住宅地は、もとの集落の場所を望む位置にある。 



地域住民の手で案内施設を整備する。 



④やまこし復興交流館 



被災を体験した住民（現職員）が展示について説明。 



仮設住宅を再現している。 



壁面だけでなく、床面を利用した展示。 



白い山古志の地形模型に、プロジ
ェクトマッピングにより地震当時
の様子を紹介。 



⑤震央メモリアルパーク 

 ＜はじまりの公園＞ 



震央を望む高台に、見晴らし場を整備。 



震央となった田んぼ。 



当初は田の中の震央に標柱が設置されたが、
３年後に現在の場所に標柱を設置。 



⑥川口きずな館 



壁面に震災後の取り組みを年表で紹介。 



写真等は磁石になっており、レイアウト等の変更が容易にできる。 



地元の様々な商品を展示販売している。 



⑦おじや震災ミュージアム 

 そなえ館 



災害時の状況をパネル等を使って説明している。 



機械をタッチすることでクイズが出て、楽しく学習することができる。 



被災直後の台所の様子を再現したもの。 



避難生活などを再現展示している。 



仮設住宅内の様子を再現している。 



過去の大地震の揺れを体感すること
ができる。 


